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* 航跡・測点図 

 

YK20-15S 航跡図 (18–22 Oct. 2020) 

 

 
 

 

  



観測海域図 

 

 KAP3地点で、長期海底広帯域地震・傾斜観測のための機器(BBOBST-NX)の設置・回収作業を

「しんかい6500」により実施した。同地点での海底環境モニタのため、海底電磁流向流速計（OBEMC）

を BBOBST-NX の近傍（距離25m）に設置した。 

 また、長期海底圧力アレイ観測の強化のため、既存の4観測点（BOSO1, BOSO2, KAP2, KAP3）に

加えて、KAP1・KAP5の2地点に海底圧力計（OBP)を新規に設置した。 

 

  



* 研究活動・観測の詳細や成果等について 

1. 要約 

 地震発生予測を行うためには、発生過程を解明し、シミュレーションを重ねモデル化することが不

可欠である。この作業を房総半島沖でのスロースリップ地震（SSE）を用いて行えば15 年程度で出来

ることになる。本研究は、この第一歩として、SSE 直上での海底地震・傾斜・圧力の同時計測による

SSE の正確なすべり分布の推定を行うことを目的とする。2012年以降、海底圧力計（OBP）を繰り返

し展開し、2014年1月の SSE による海底地殻上下変動を見出したことで、SSE 発生域海側での滑り

量の決定精度を大きく向上させることに成功した。 

 また、機動的な新型広帯域海底地震傾斜計(BBOBST-NX)の試験観測を2013年4月に房総半島

沖の KAP3地点近傍で開始、2014年1月の SSE に遭遇したが、それに起因する傾斜変動を明確に

は捉えられなかった。そこで、2015年7月に KAP3地点へ BBOBST-NX を設置した(NT15-12航海・

HPD1854潜航)。本航海では、それの潜航回収と、観測を継続させるために新規設置を10月19日に

行った。設置点での観測環境変動を調べるため、海底電磁流速計（OBEMC）も同一地点に設置した。

また、現在4台の OBP が同地点を含め本海域に展開してあり、観測網を充実させるため、10月20日

に新規2地点（KAP1・KAP5）で OBP を設置した。 

 

2. 観測実地項目 

2-1. 長期海底広帯域地震・傾斜観測の実証的試験 

 2015年7月に KAP3地点へ設置した BBOBST-NX は、2017年9月に傭船 ROV での回収を試みた

が、表層流速が2kt を超えていたため、母船位置を維持できずに潜航作業が一切出来なかった。ま

た、BBOBST-NX に内蔵している音響トランスポンダの応答も得られなかった。2019年6月に同じ目

的での、新青丸・HPD（KS19-09）航海の機会が得られたが、荒天で一切の作業が出来なかった。そ

のため、本航での BBOBST-NX 回収は重要な実施項目で、正確に決定されている設置座標に無い

場合の捜索も考慮し、潜航作業計画を立てていた。出航時点で既に10月19日以降での潜航が困難

となる海況予報であったため、現場海域到着日に潜航作業が行えるように、新規設置する機器

（BBOBST-NX・OBEMC）も準備した上で、当日朝の状況でどこまでの船上作業・潜航作業を行うか

を調整することにした。 

 19日朝の時点で、午後遅くなると海況が悪化する予報であったので、最低限の潜航作業を実施す

るものとして、BBOBST-NX・OBEMCは既存のBBOBST-NX設置座標近傍へ着底させるべく投入点

を調整し、OBEMC の海底での BBOBST-NX 近傍への移動は取り止めた。BBOBST-NX に取り付け

た降下姿勢制御用係留系を海上で回収した後、「しんかい6500」（#1566潜航）を開始した。水深が

1200m と浅いため潜航開始から20分程度で着底（潜航作業予定地点より南西側）、投入した

BBOBST-NX・OBEMC 着底地点までの距離がほぼ同じで、既存の BBOBST-NX 設置座標を超えた

先（北東方向約400m）にあることが予想できた。実際、ROV ホーマーと音響トランスポンダを使い、

着底予想地点へ向かう途中でソナーの反応があり、既存の BBOBST-NX 設置座標において正常な

姿を視認した（図1a）。新規設置の BBOBST-NX を展開させる作業を先に実施する必要があるので

そのまま移動し、着底した BBOBST-NX（図1b）を視認した。「しんかい6500」での展開作業を完了

（図1c）させてから、艇内からの音響トランスポンダ経由での通信により、BBOBST-NX が正常に観



測開始したことを確認した。OBEMC が近傍25m 程にあることがソナーで分かり、艇内からも目視し

た。回収する BBOBST-NX へ向かう際に、OBEMC に近づき視認した（図1d）。回収のための作業は

速やかに完了し、計1.5時間の海底での作業時間で浮上開始した。なお、BBOBST-NX の回収には

潜航作業が必要だが、OBEMC は他の長期観測用海底地震計と同じ自己浮上回収方式である。 

 揚収した BBOBST-NX は、設置から5年経過していたがデータレコーダーの内蔵時計用バックアッ

プ電池がまだ活きており、基準周波数発振源は TCXO であるが、設置時から約+4秒の小さな時刻

差であった。観測記録はタイマーで正常終了しており、2年間の良好な地震・傾斜記録（100Hz サン

プリング）を得ると共に、脚部に付けた水中温度計では10分サンプリングの記録が4年超に渡り得ら

れた。新規設置した BBOBST-NX も2年間観測を行うように設定してあり、OBEMC は5秒サンプリン

グで水平流向流速・水温・水深（水圧）・傾斜を、同じく2年間記録することができる。回収・設置した3

つの機器の座標（「しんかい6500」での INS 測位値）は以下の通りである。 

 

35° 02.4681’ N, 140° 48.6758’ E, 1188m, BBOBST-NX (code: 544, recovered) 

35° 02.5214’ N, 140° 48.7290’ E, 1186m, BBOBST-NX (code: 545, deployed) 

35° 02.5200’ N, 140° 48.7211’ E, 1184m, OBEMC (code: 604, deployed)  

 

 

A      B  

C     D  
図1 A：2015年に設置し本航で回収した BBOBST-NX。設置時と変わらない状態であった。 B：

今回設置した BBOBST-NX の着底状態で下方のセンサー部にチタン製球形耐圧容器の記録部

が仮固定されている。その上に、降下姿勢制御用係留系との接続ロープが乗っている。 C：展開

作業を完了し観測開始した状態。 D：BBOBST-NX の近傍に着底した OBEMC の様子。長期観

測用海底地震計を基にした構造で、左側に縦置きされているものが電磁流向流速計の本体。 



2-2. 長期海底圧力アレイ観測の強化 

 長期海底圧力アレイ観測での SSE 発生域へのカバレッジ向上のため、既存の4観測点（BOSO1, 

BOSO2, KAP2, KAP3）に加えて、KAP1・KAP5の2地点にて海底圧力計（OBP)を、10月20日に新規設

置した。このエリアで繰り返し発生している SSE の南端側にはこれまで観測点が無く、滑り領域の決

定精度が低くなっていた点が、大幅に改善できると予想される。OBP は精密な絶対水圧観測（上下

変位1mm 相当の分解能）を1秒サンプリングにて、最長で3年間連続可能な設定である。海上での投

入地点周囲から距離測定し、高精度に決定した2地点の設置座標を以下に示す。 

 

34° 42.9448’ N, 140° 29.9903’ E, 1998m, OBP (code: 751, KAP1) 

34° 35.7472’ N, 140° 45.9026’ E, 3445m, OBP (code: 755, KAP5) 

 

       

KAP1（左）および KAP5（右）に設置された OBP 
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4. 航海ログ 

 

 

 

 

 

 



Notice on Using 

 

 

This cruise report is a preliminary documentation as of the end of cruise. 

This report is not necessarily corrected even if there is any inaccurate description (i.e. 

taxonomic classifications). This report is subject to be revised without notice. Some data on 

this report may be raw or unprocessed. If you are going to use or refer the data on this report, 

it is recommended to ask the Chief Scientist for latest status. 

Users of information on this report are requested to submit Publication Report to Cooperative 

Research Cruise office. 

 

E-mail: kyodoriyo@aori.u-tokyo.ac.jp 
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